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【主な内容】年頭のあいさつ／市内小学校亥年生まれの児童に聞く　新年の抱負（関連２～４㌻）
　　　　　 税の申告準備はお早めに　申告が始まります（関連５~７㌻）

【表紙】１２ 月 ２２ 日、大更コミュニティセンター青少年事業
　　　　カーリング体験 (関連２１㌻）

得点までもう少しだよ　頑張って！



１
月
28
日
＝
名
護
市
と
の
友
好
都
市
提
携
締
結
30

周
年
。さ
く
ら
さ
ん
さ
愛
好
会
が
名
護
市
民
と
合

同
で
名
護
さ
く
ら
祭
り
の
パ
レ
ー
ド
に
参
加
。

１
月
31
日
＝
ス
パ
ル
タ
キ
ャ
ン
プ
受
講
生
の
阿
部

拓
磨
さ
ん
と
髙
橋
一
真
さ
ん
が
市
起
業
家
支
援
セ

ン
タ
ー
利
用
者
と
し
て
初
の
起
業
。

２
月
１
日
＝
西
根
病
院
が
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
を

開
設
。

２
月
10~

22
日
＝
第
23
回
冬
季
五
輪（
韓
国
・
平

昌
）に
本
市
出
身
の
永
井
秀
昭
選
手（
ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
複
合
）、小
林
潤
志
郎
選
手
、小
林
陵
侑
選
手（
共

に
ジ
ャ
ン
プ
男
子
）が
出
場
。陵
侑
選
手
は
個
人

ノ
ー
マ
ル
ヒ
ル
で
７
位
入
賞
、団
体
ラ
ー
ジ
ヒ
ル

日
本
６
位
に
貢
献
。永
井
選
手
は
ソ
チ
大
会
か
ら

２
大
会
続
け
て
の
出
場
で
、団
体
ラ
ー
ジ
ヒ
ル
日

本
４
位
に
貢
献
。

２
月
23
日
＝
大
更
駅
自
由
通
路
が
開
通
、大
更
駅

舎
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
営
業
開
始
。

３
月
26
日
＝
ル
ワ
ン
ダ
共
和
国
五
輪
組
織
委
員
会

会
長
が
本
市
を
視
察
。

４
月
２
日
＝
市
病
院
事
業
管
理
者
に
望
月
泉
氏

が
、教
育
長
に
星
俊
也
氏
が
就
任
。

４
月
３
日
＝
西
根
病
院
工
事
安
全
祈
願
祭
実
施
。

４
月
６
日
＝
平
舘
高
入
学
式
。創
立
70
周
年
を
期

に
制
服
を
一
新
。

４
月
15
日
＝
第
72
回
盛
岡
市
内
一
周
継
走
大
会
で

西
根
中
男
子
が
初
優
勝
。

４
月
17
日
＝
出
生
記
念
品
（
安
比
塗
の
子
ど
も
用

ス
プ
ー
ン
）初
贈
呈
。

４
月
29
日
＝
市
議
会
議
員
選
挙
執
行
。

５
月
１
日
＝
本
市
出
身
の
津
志
田
亜
睦
さ
ん
が
大

相
撲
の
時
津
風
部
屋
に
入
門
。

５
月
22
日
＝
㈱
八
幡
平
D
M
O
設
立
。

７
月
９~

16
日
＝
森
風
姫
子
さ
ん（
松
尾
中
３
年
）

が
第
7
回
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
武
術
選
手
権
B
組
女
子

総
合
太
極
拳
4
位
、42
式
太
極
拳
5
位
入
賞
。

７
月
20
日
＝
ト
ラ
ウ
ト
ガ
ー
デ
ン
が
コ
モ
ン
ガ
ー

デ
ン
と
し
て
再
開
。

７
月
22
日
＝APPI VERTICAL RACE

初
開
催
。

７
月
26
日
＝
平
舘
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ
が
第
66
回
全

国
高
等
学
校
家
庭
ク
ラ
ブ
研
究
発
表
大
会
で
文
部

Looking
back

on 2018
平成 30 年に起こった
市に関係する主な出来
事を、広報はちまんた
いに掲載された内容で
振り返ります。

市内小学校亥年生まれの児童に聞く

　小学校の最高学年となる今年
は、下級生のお手本となるように
生活していきたいです。そして、
平舘小学校の伝統を下級生に伝
えていきたいと思います。
　平舘小の伝統その１は神楽で
す。６年生は毎年２年生に神楽の
踊り方を教えます。僕は優しく教
えてあげたいです。伝統その２は
掃除です。みんなで楽しく掃除で
きるように教えていきます。

　僕が今年頑張りたいことは、
勉強と１年生のお世話です。勉
強では、算数、理科、社会に力
を入れて頑張ります。６年生の
うちにしっかり勉強して中学校
に進みたいと思います。また、
新入生に田頭小学校のルールを
教えてあげ、早く学校に慣れて

「田頭小学校って楽しい学校だ
な」と思えるようにしていきた
いです。

　最高学年となる今年は、委員
会活動の中心となり全校のため
に頑張りたいです。また、あい
さつ運動やゴミ０

ゼロ
活動はもちろ

ん、普段の生活でも低学年や中
学年に良いところをたくさんま
ねしてもらえるような６年生に
なりたいです。そして、みんな
から「大更小学校の子は立派だ」
と言ってもらえるように、一生
懸命頑張ります。

　今年は、小学校生活最後の年
なので、たくさんの思い出をつ
くりたいです。陸上競技会や水
泳記録会で、５年生の時よりも
順位を上げられるように頑張り
たいです。
　また、１年生の時からバレー
ボールを続けているので、たく
さんの大会で良い結果を出せる
ように、みんなと一つになって
練習を頑張りたいです。

　私の今年の目標は、鼓笛の主指
揮をしっかり務めることと低学
年のお手本になることです。鼓笛
の主指揮では、寺田小の伝統を引
きつぐために先頭に立って練習
を進めたいです。また、６年生と
して、低学年のお手本になれるよ
うに、ルールを守ったり、大きな
声であいさつをしたりすること
を心掛けていきたいです。楽しく
実りある一年にしたいです。

　

平
成
３１
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん

で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
平
昌

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
い
て
、
本
市
か

ら
は
、
小
林
潤
志
郎
・
陵
侑
兄
弟
が

ジ
ャ
ン
プ
競
技
に
、
永
井
秀
昭
選
手

が
ノ
ル
デ
ッ
ク
複
合
競
技
に
出
場

し
、
小
林
陵
侑
選
手
が
日
本
勢
ト
ッ

プ
の
７
位
入
賞
を
果
た
し
、
市
民
に

夢
と
感
動
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
陵
侑
選
手
は
、
現
在
行

わ
れ
て
い
る
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
お
い
て
一
昨
年

の
兄
、
潤
志
郎
選
手
に
続
く
初
優
勝

を
果
た
し
、
さ
ら
に
優
勝
を
重
ね
ら

れ
、
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

本
年
は
、
次
の
１０
年
間
の
市
政
運

営
の
指
針
と
な
る
第
２
次
八
幡
平
市

総
合
計
画
前
期
基
本
計
画
の
取
り
組

み
が
４
年
目
を
迎
え
ま
す
。
引
き
続

き
、
計
画
に
掲
げ
る
政
策
・
施
策
を

着
実
に
推
進
し
、
具
体
的
な
事
業
実

施
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
か
ら
建
築
工
事
に
着

手
し
て
お
り
ま
す
新
西
根
病
院
の

２
０
２
０
年
度
診
療
開
始
に
向
け
て

事
業
の
計
画
的
な
進
捗
に
努
め
て
ま

い
る
と
共
に
、
大
更
駅
周
辺
お
よ
び

隣
接
地
域
の
基
盤
整
備
、
商
業
の
活

性
化
、
駅
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
対

話
を
重
ね
な
が
ら
、
八
幡
平
の
恵
ま

れ
た
自
然
環
境
を
生
か
し
、
と
も
に

暮
ら
し
、
し
あ
わ
せ
を
感
じ
る
八
幡

平
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

本
年
も
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

年
頭
の

　

あ
い
さ
つ

　八幡平市長
　　田　村　正　彦

伊藤 莉
り り か

里花 　

＝平笠＝

金田一 愛
あ い く

唯來 　

＝大更＝

佐々木 愛
ま な と

斗 君

＝平舘＝

青木 珀
はく

 君

＝田頭＝

伊藤 華
か ほ

穂 　

＝寺田＝

それぞれの目標に向かって、亥
い

いスタートを‼
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科
学
大
臣
賞
受
賞
。

８
月
５
日
＝Little Bee of H

achim
antai（

職

業
体
験
会
）が
初
開
催
。

８
月
７
日
＝
西
根
病
院
に
人
工
透
析
室
が
開
所
。

９
月
１
日
＝
改
正
法
に
基
づ
く
新
た
な
農
業
委
員

と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
選
任
。

９
月
２
日
＝
八
幡
平
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
大
会
初
開
催
。

９
月
16
日
＝
I
W
A
T
E
ハ
チ
マ
ン
タ
イ
ダ
イ
ナ

マ
イ
ト
が
10
年
の
歴
史
に
幕
。

10
月
１
日
＝
岩
手
地
区
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
が
西
根
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
に
開
所
。

10
月
５
日
＝
第
33
回
県
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会
で

西
根
中
男
子
が
初
優
勝
。

11
月
24
、25
日
＝
小
林
陵
侑
選
手
が
ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
ス
キ
ー
W
杯
ジ
ャ
ン
プ
男
子
個
人
第
２
戦
で
初

優
勝
。続
く
第
3
戦
も
優
勝
し
連
勝
。

　私は今年、今の６年生のよう
に、低学年のお手本になりたい
と思います。そのためにも、自
分から進んで笑顔であいさつを
していこうと思います。
　また、安代小学校をステップ
アップさせるために、何事にも
積極的に取り組んで、花咲く輝
く安代小学校を目指して、頑張
っていきます。

　今年頑張りたいことは、最高
学年として役割を果たし、みん
なで協力して活動することで
す。どんなことにも真剣に取り
組み、協力して楽しい学校生活
にしたいです。
　そして、鼓笛の伝統を受け継
ぎ、さらに良い演奏を目指して
頑張りたいです。他の行事でも
成功して、思い出に残せるよう
にしたいです。

　僕が今年一年間頑張りたいこ
とは、最上級生として、クラス
の仲間を大切にし、協力し合い
ながら、下級生をリードできる
ようになることです。
　もう一つは、ソフトテニスで
す。一試合でも多く勝って賞状
をもらうために、練習を大切に
して、コーチからたくさん学び
たいです。

　今年最高学年に上がり、児童
会副会長になります。低学年が
困っていたら教えてあげたり、
新１年生から「明日も学校に行
きたい、楽しい」と言ってもらえ
たりするような学校にしていき
たいです。全校のみんなが助け
合っていくような温かい学校に
したいです。毎日の学校生活を、
明るく元気に過ごせる一年にし
ていきます。

　今年の僕の目標は執行部とし
て穏やかな学校にするためにみ
んなに優しく呼び掛けすること
です。柏台は水泳が盛んなので
今年も練習を頑張ります。
　僕の将来の夢は、飛行機のパ
イロットになることです。理由
は多くの人を乗せた飛行機を操
縦することが格好いいと思った
からです。目標に向かって勉強
などを頑張ります。

齋藤 花
か れ ん

恋 　

＝安代＝

松尾 脩
しゅうと

翔 君

＝松野＝

八幡 悠
ゆ う と

斗 君

＝田山＝

千葉 美
み く

空 　

＝寄木＝

福島 遥
は る き

輝 君

＝柏台＝

新年の抱負を述べてくれた亥年の児童たちが

生まれた 2007 年を Play Back‼
【主な出来事】　・安倍晋三首相が辞任、福田康夫内閣発足　
・白鵬翔が史上 4 人目の外国人横綱となる　
・日本郵政公社が解散し、日本郵政株式会社が発足
【新語・流行語】　・どげんかせんといかん　・ハニカミ王子
・（消えた）年金　・そんなの関係ねぇ　・どんだけぇ〜
【ヒット商品】　・メガマック　・∞（無限）プチプチ　
・ビリーズブートキャンプ　
【ベストセラー】　・坂東眞理子「女性の品格」
【オリコンシングルトップ】　・秋川雅史「千の風になって」

申告受付期間　２月８日㈮から3月15日㈮までTax Information

　収入・所得のある人で、次に該当す
る人については、税務署（会場：アイー
ナ）で申告していただくことになりま
すので、ご注意ください（盛岡税務署
での申告は次ページ下部を参照）。
❶事業収入、不動産収入が１千万円を
超える人
❷株式などに関係する収入がある人
（配当、譲渡など）
❸国や県、市町村の公共事業用に土地
などを売った人（土地などの収用の収
入がある人）
❹住宅借入金等特別控除を新たに受け
る人（初年度の人）
　これらの収入・所得は所得税に関わ
る内容であり、算定も複雑なため、受
け付けできません。なお、青色申告、
消費税、贈与税の申告についても、こ
れまでと同様、受け付けできません。

市で申告を受け付けする
ことができない人とは？

■
税
の
申
告
は
な
ぜ
必
要
？

　
市
は
、
正
確
で
公
平
な
課
税
を

す
る
た
め
に
、
対
象
と
な
る
全
て

の
人
の
所
得
状
況
を
把
握
し
、
そ

の
内
容
を
確
定
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
未
申
告
者
は
、
国
民
健

康
保
険
税
の
軽
減
や
所
得
証
明
書

の
発
行
が
で
き
な
い
ほ
か
、
所
得

を
要
件
と
す
る
給
付
が
受
け
ら
れ

な
い
な
ど
の
不
利
益
が
生
じ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
期
間
内
に
忘
れ

ず
に
申
告
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

■
申
告
が
必
要
な
人

　
31
年
１
月
１
日
現
在
、
市
内
に

住
所
が
あ
る
人
は
、
全
員
申
告
が

必
要
で
す
。

　
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人
は
、
申
告
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

❶
税
務
署
に
平
成
30
年
分
の
確
定

申
告
書
を
提
出
し
た
人

❷
給
与
所
得
の
年
末
調
整
が
済
ん

で
い
て
、
ほ
か
に
収
入
の
な
い
人

❸
収
入
が
公
的
年
金
の
み
で
、
受

給
額
が
１
４
８
万
円
以
下（
65
歳

未
満
の
人
は
98
万
円
以
下
）の
人

❹
収
入
が
無
く
、
家
族
の
給
与
所

得
の
年
末
調
整
や
確
定
申
告
で
扶

養
親
族
に
な
っ
て
い
る
人（
市
外

の
親
族
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
人
は

申
告
が
必
要
）

■
申
告
に
必
要
な
も
の

　

申
告
に
は
次
の
も
の
な
ど
が

必
要
で
す
。

税
の
申
告
準
備
は
お
早
め
に

　
　
　
申
告
が
始
ま
り
ま
す

■
ｅ
‒
Ｔ
ａ
ｘ（
電
子
申
告
）を

　
実
施
し
ま
す

　
こ
れ
ま
で
税
務
署
へ
の
申
告
は

用
紙
に
記
入
し
て
行
っ
て
い
ま
し

た
が
、
今
回
か
ら
ｅ
‒
T
ａ
ｘ
で

の
確
定
申
告
を
本
格
的
に
実
施
し

ま
す
。

　
今
ま
で
は
源
泉
徴
収
票
の
原
本

を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た

が
、
ｅ
‒
T
ａ
ｘ
で
確
定
申
告
を

す
る
場
合
は
源
泉
徴
収
票
を
そ
の

場
で
返
却
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
還
付
申

告
に
よ
る
所
得
税
の
還
付
時
期
が

早
く
な
り
ま
す
の
で
、
利
便
性
が

向
上
し
ま
す
。

　
な
お
、
ｅ
‒
T
ａ
ｘ
を
利
用
す

る
に
あ
た
り「
利
用
者
識
別
番
号
」

の
取
得
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ま

だ
取
得
し
て
い
な
い
人
は
、
申
告

会
場
で
取
得
手
続
き
が
で
き
ま

す
。
受
け
付
け
の
と
き
に
数
分
程

度
の
時
間
を
要
し
ま
す
の
で
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
配
偶
者
控
除
と
配
偶
者
特
別
控

　
除
が
一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た

【
配
偶
者
控
除
】

　
前
年
度
ま
で
は
納
税
者
本
人
に

所
得
要
件
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、今
年
度（
平
成
30
年
中
の
所
得

に
対
す
る
課
税
分
）か
ら
は
、納
税

者
本
人
の
合
計
所
得
が
１
千
万
円

を
超
え
る
場
合
、
配
偶
者
控
除
が

適
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

【
配
偶
者
特
別
控
除
】

　
前
年
度
ま
で
は
、
配
偶
者
の
合

計
所
得
が
76
万
円
を
超
え
る
と
配

偶
者
特
別
控
除
が
適
用
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
は
所

得
要
件
が
拡
大
し
、
配
偶
者
の
合

計
所
得
が
１
２
３
万
円
以
下
に
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

改正後の制度（例）
　
詳
し
く
は
１
月
10
日
㈭
に
各
世

帯
に
配
布
す
る「
市
・
県
民
税（
国

民
健
康
保
険
税
）申
告
の
手
引
き
」

を
参
照
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
市
役
所
税
務
課
市
民
税
係（
☎・

内
線
１
１
２
４
）

納税者

合計所得が
900万円以下

配偶者

給与収入のみ
150万円
合計所得85万円

納税者の配偶者特別控除額33万円

❶
認
印

❷
口
座
振
替
納
税
や
口
座
振
込

に
よ
る
還
付
を
希
望
す
る
人
は

本
人
の
預
金
通
帳
と
通
帳
印

❸「
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ
」（
税

務
署
か
ら
送
付
さ
れ
て
い
る
人
）

❹
利
用
者
識
別
番
号
が
分
か
る

も
の（
番
号
を
取
得
し
た
人
）

❺
所
得
の
計
算
に
必
要
な
書
類

❻
所
得
控
除
や
税
額
控
除
を
受

け
る
場
合
、
そ
の
証
明
書
類

❼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ

て
い
な
い
人
は
、
通
知
カ
ー
ド
な

ど
の
ほ
か
、
運
転
免
許
証
、
パ
ス

ポ
ー
ト
、
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど

の
本
人
確
認
書
類
が
必
要
で
す
。

申
告
の
日
程
は
、
次
㌻
の
日
程
表

の
通
り
で
す
。
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31年度市・県民税（国民健康保険税）申告受け付けの日程表

受付場所 市役所多目的ホール棟 田山スポーツ交流館（２月１3日から１8日まで）
安代総合支所１階打合室（２月１9日から3月5日まで）

受付時間 午前９時～11時 午後１時～３時 午前９時～11時 午後１時～３時
２月８日㈮ 金沢・温泉郷 安比高原・畑・柏台
　　10日㈰ 指定日に来られない人（全地区）
　　12日㈫ 五百森 渋川・渋川開拓・白屋
　　13日㈬ 駅前一区・駅前二区 上町・仲町 愛の山・新興矢神 日瀬通
　　14日㈭ 下町二区 下町一区 苗石田 兄川
　　15日㈮ 松川・雇用促進 下町三区 田山上・田山下 舘市・兄畑
　　18日㈪ 山子沢・大石平・中関 山後・岡村 折壁・石名坂 栗木田・杉沢・平長
　　19日㈫ 北村 両沼 畑２区（扇畑） 畑２区（松木田・小屋畑）
　　20日㈬ 北寄木 上寄木・刈屋 畑１区（赤坂田） 畑１区（星沢・黒沢・寄木）
　　21日㈭ 中郡・鹿野 立石 細野・豊畑 曲田・横間
　　22日㈮ 寄木新田 関口 浅沢第１
　　24日㈰ 指定日に来られない人（全地区）
　　25日㈪ 中村・間羽松 舘腰 浅沢第２
　　26日㈫ 町組・薬師 高宮 五日市３区 五日市４区
　　27日㈬ 上平笠・中平笠 下平笠・南平笠 五日市２区 五日市１区
　　28日㈭ 谷地中・上村・大花森・前森 湯沢 荒屋
３月１日㈮ 森子・山道 田中・向村・中沢 秋葉
　　４日㈪ 東・大久保・共新 小福田・大泉・駅前 荒屋新町
　　５日㈫ 松久保・山崎・堀切 わし森・椛沢・笹目 新町中央
　　６日㈬ 中松尾・落合 時森・小屋の沢 ※　表の斜線部分は、会場準備などのため、受け付

けできません。
※　期間後半になるにつれ、混雑することが予想さ
れます。指定日に都合が悪い人や還付申告の人
は、指定日以外の地区でも構いませんので、早め
にお越しください。

※　田山会場の申告は今年度で終了します。来年度
以降、田山地区の対象者は安代総合支所申告会場
（予定）をご利用ください。

　　7日㈭ 寺田・帷子 寺田新田・野口
　　８日㈮ 土沢・若谷地・川原目・上関 荒木田・舘沢
　　11日㈪

指定日に来られない人（全地区）
　　12日㈫
　　13日㈬
　　14日㈭
　　15日㈮

　申告書作成会場を右記の通り開設します。所得
税（譲渡所得を含む）、消費税、贈与税の申告が必
要な人は、ご利用ください。
　国税庁ウェブサイトでは、各種申告書などの作
成ができます。また、国税電子申告・納税システ
ム（e-Tax）を利用するとさらに便利です。

■期間　２月18日㈪から３月15日㈮の平日および
２月24日㈰と３月３日㈰
■時間　午前９時から午後４時まで
■会場　アイーナ
※期間中は、盛岡税務署では開設していません。
　なお、還付申告については期間後でも同署で受
け付けます。
■問い合わせ先　同署（☎019-622-6141）

盛岡税務署からのお知らせ

申告受け付けの待ち時間を利用してマイナンバーカードを申請しませんか
　申告会場（田山会場を除く）でマイナンバー
カードのオンライン申請の操作補助およびタブ
レットによる写真撮影（無料）を行います。
　なお、申請から交付まで約１カ月かかります。
■必要書類　マイナンバーカード交付申請書（通

知カードと一体になっていま
す）および申告に必要な本人確
認書類

Tax Information

■問い合わせ先　市役所市民課戸籍住民係（☎・
内線1064）

東北税理士会会長賞

遠藤　豊明さん
（西根第一中３年）

『税によって生きている』（要約）

　全国納税貯蓄組合連合会と国税庁が共催している第52回中学生の「税についての
作文」で、仙台国税局管内から543校、19,465点の応募があった中、西根第一中の遠
藤豊明さんが東北税理士会会長賞を受賞しました。

■
障
害
者
控
除
対
象
者
に
認
定
書
を
郵
送

　
し
ま
す

　
65
歳
以
上
の
要
介
護
認
定
者
で
、
一
定
の

基
準
を
満
た
し
て
い
る
人
は
、
障
害
者
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
市
は
、
対
象
者
に
対
し
１
月
中
に「
障
害

者
控
除
対
象
者
認
定
書
」を
郵
送
し
ま
す
。

本
人
も
し
く
は
扶
養
者
が
確
定
申
告
を
す

る
際
は
、
同
認
定
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
て
も
、

要
件
に
該
当
し
な
い
場
合
に
は
、
同
認
定

書
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

■
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
は「
使
用
証
明

　
書
」な
ど
の
添
付
が
必
要
で
す

　

寝
た
き
り
の
人
な
ど
の
お
む
つ
代
が
医

療
費
控
除
の
対
象
と
し
て
認
め
ら
れ
る
た

め
に
は
、
医
師
が
発
行
す
る「
お
む
つ
使
用

証
明
書
」が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

過
去
に
使
用
証
明
書
を
提
出
し
て
控
除

を
受
け
た
人
で
、
要
介
護
認
定
を
受
け
て

お
り
一
定
の
基
準
を
満
た
し
て
い
る
人
が
、

２
年
目
以
降
に
続
け
て
控
除
を
受
け
る
場

合
に
は
、
使
用
証
明
書
の
代
わ
り
に「
主
治

医
意
見
書
内
容
確
認
書
」で
控
除
を
受
け
る

こ
と
が
可
能
で
す
。

　

申
請
は
市
役
所
健
康
福
祉
課
、
西
根
・

安
代
両
総
合
支
所
、
田
山
支
所
で
受
け
付

け
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
市
役
所
健
康
福
祉
課

高
齢
福
祉
係（
☎
・
内
線
１
０
８
９
）

　私は「税金」と聞いて、消費税の８％しか思い
浮かばなかった。税金が私や家族にどのように
結び付いているのか、これまで私は何も知らな
かった。また、なぜ税金を払わなければいけな
いのか全く理解できなかった。
　まず、私がどのようなときに税金から助けら
れているのかを知るために母から話を聞いた。

「一番関わっているのは、子ども医療費助成制度
だと思う」と母が答えたとき、思い出した事があ
る。小学２年生の冬に、私がインフルエンザ脳
炎の疑いもあって入院した事だ。諸検査の費用、
治療費もたくさんかかるはずだったが、「子ども
医療費助成制度」で全額負担していただき、とて
も助けられたそうだ。また、予定日の１カ月前
に産まれた双子の弟たちは、2000㌘未満の低体
重児であったため、産まれてすぐに保育器へ入
り、その後もさまざまな検査があったそうだ。
母の記憶では、費用は150万円から200万円ほど
だったが、「未熟児養育医療給付制度」でほぼ全

額を負担していただいたそうだ。このように、
私と弟たちが税金にとても助けられていること
を私は初めて知り、税金に助けられているのだ
と強く感じた。また、母からの「治療費や諸検査
の費用を負担していただいたから、お金の心配
をせずに、子どもたちに向き合えたし、本当に
助けられた」という話を聞いて、税金は私たちの
生活に深く結び付いていると感じた。
　私は、今まで税金の制度がなければ、家族が
とても大変な思いをしていたに違いないと思っ
た。また、私と弟たちが健康であり、学校に通
えているのは、私たちが知らない誰かが出して
くれた税金によって助けられたからなのだ。知
らない誰かに支えられて生きている。今度は助
けられた自分が税金を納めて、知らない誰かを
少しでも助けたい。税金のありがたさに気付い
た私は「税金をなぜ払わなければいけないのか」
この疑問の答えを、私の過去を振り返ることで
見つけることができた。
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H
A
P
P
Y
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
で

素
敵
な
出
会
い
を
見
つ
け
よ
う

　
市
は
、婚
活
イ
ベ
ン
ト「
第
29
回
は
ち
ま

ん
た
い
H
A
P
P
Y
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
」の

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
開
催
日　
２
月
17
日
㈰
正
午
か
ら
午
後

６
時
ま
で

■
場
所　
ホ
テ
ル
ロ
イ
ヤ
ル
盛
岡

■
要
件　

▼
男
性　
市
に
在
住
ま
た
は
勤
務
、
も
し

く
は
市
出
身
者
で
今
後
市
に
居
住
を
希
望

し
て
い
る
満
20
歳
以
上
の
独
身

▼
女
性　
満
20
歳
以
上
の
独
身（
居
住
地

制
限
な
し
）

■
募
集
人
数　
男
女
各
12
名
程
度　
※
申

込
多
数
の
場
合
や
男
女
比
の
差
が
大
き
い

場
合
は
、キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
と
な
り
ま
す
。

■
費
用　
男
女
と
も
に
１
０
０
０
円

■
申
込
期
限　
２
月
７
日
㈭

■
申
し
込
み
方
法　

地
域
福
祉
課
、
西

根
・
安
代
両
総
合
支
所
に
備
え
付
け
の
参

加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
同

課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
イ
ン
タ
ー

　
市
は
、
４
月
１
日
以
降
に
任
用
す
る
臨

時
職
員
を
希
望
す
る
人
の
登
録
を
受
け
付

け
ま
す
。

■
募
集
職
種

市
臨
時
職
員
希
望
者
の

登
録
を
受
け
付
け
ま
す

■
雇
用
期
間
・
形
態　
臨
時
職
員
６
カ
月

以
内
。
勤
務
日
、
勤
務
時
間
な
ど
は
職
種

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

■
応
募
方
法　
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
総
務
課
に
持
参
ま
た
は
郵
送（
消

印
有
効)

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
必
要

書
類
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
い
た
だ
く
か
、
同
課
窓
口
と
西

根
・
安
代
両
総
合
支
所
に
備
え
付
け
て
あ

り
ま
す
。

■
申
込
期
限　
１
月
31
日
㈭

■
問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課
行
政
係

（
☎
・
内
線
１
2
3
4
）

①
事
務
補
助
員

▼
業
務
内
容　

事
務
全
般（
補
助
的
な
も

の
）

②
労
務
作
業
員

▼
業
務
内
容　
用
務
員
、
清
掃
員
、
運
転
手

な
ど

▼
応
募
資
格　
普
通
自
動
車
免
許
お
よ
び

大
型
自
動
車
免
許（
共
に
優
遇
対
象
）　

※
学
校
用
務
員
は
A
T
限
定
不
可

③
牧
野
看
視
人

▼
業
務
内
容　

市
営
牧
野
の
看
視
、管
理

な
ど

▼
応
募
資
格　

大
型
特
殊
免
許（
優
遇
対

象
）、
家
畜
人
工
授
精
師（
優
遇
対
象
）

④
保
育
士

▼
業
務
内
容　
保
育
所
で
の
保
育
業
務

▼
応
募
資
格　
保
育
士
免
許【
必
須
】

⑤
保
育
補
助
員

▼
業
務
内
容　
保
育
所
で
の
保
育
補
助
業
務

▼
応
募
資
格　
保
育
士
免
許（
優
遇
対
象
）

⑥
調
理
補
助
兼
用
務
員
補
助
員

▼
業
務
内
容　
保
育
所
で
の
調
理
補
助
お

よ
び
用
務
員
補
助
業
務

▼
応
募
資
格　
調
理
師
免
許（
優
遇
対
象
）

⑦
除
雪
作
業
運
転
手

▼
業
務
内
容　
除
雪
車
両
運
転
お
よ
び
付

随
業
務

▼
応
募
資
格　
大
型
特
殊
免
許【
必
須
】、
車

両
系
建
設
機
械
技
能
講
習
修
了【
必
須
】

⑧
看
護
師

▼
業
務
内
容　
西
根
病
院
で
の
看
護
業
務

▼
応
募
資
格　
看
護
師（
准
看
護
師
）免
許

【
必
須
】

⑨
看
護
補
助
員

▼
業
務
内
容　
西
根
病
院
で
の
看
護
補
助

業
務

⑩
病
院
窓
口
事
務
等
補
助
員

▼
業
務
内
容　
西
根
病
院
で
の
外
来
補
助

業
務

　
市
は
、
31
年
度
か
ら
成
人
式
運
営
を
実

行
委
員
会
形
式
と
し
、
成
人
式
実
行
委
員

を
公
募
し
ま
す
。
一
生
に
一
度
の
成
人
式

を
自
分
た
ち
の
力
で
創
り
上
げ
て
み
ま
せ

ん
か
。
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
開
催
予
定
日　
８
月
15
日
㈭

■
募
集
人
数　
若
干
名

■
応
募
資
格　

31
年
度
成
人
式
対
象
者

（
平
成
10
年
４
月
２
日
か
ら
11
年
４
月
１

日
ま
で
の
出
生
者
）で
あ
る
こ
と
。
成
人

式
ま
で
の
期
間
に
開
催
す
る
会
議（
１
回

目
を
４
月
中
に
開
催
予
定
）に
出
席
で
き

る
こ
と
。

■
活
動
内
容　
成
人
式
の
企
画
、
運
営
、

会
場
準
備
な
ど

■
申
し
込
み
方
法　
２
月
28
日
㈭
ま
で
に

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス（
74
・
２
１
０
２
）

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
地
域
振
興
課
生
涯
学

習
係（
☎
・
内
線
１
１
4
3
）

一
生
の
思
い
出
に
残
る

成
人
式
を
創
り
上
げ
ま
せ
ん
か

ネ
ッ
ト
か
ら
専
用
の
申

込
フ
ォ
ー
ム
も
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。
※
必

ず
利
用
規
約
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
地
域
福
祉
課
福
祉
総

務
係（
☎
・
内
線
１
１
１
４
）

市役所からのHOT LINE

し尿処理事業の概要

市町名 件　数 収集量（㍑）

八幡平市 15,803 15,439,270

葛巻町 2,950 3,006,780

岩手町 9,427 6,941,850

盛岡市
（玉山地域） 6,181 5,600,450

合　計 34,361 30,988,350

介護保険事業の概要

市町名 高齢者数 要介護（要支援）
認定者数

サービス
利用者数

サービス費用
（給付費）

八幡平市 10,002人 2,028人 1,600人 33億7,776万円

葛巻町 2,778人 618人 504人 ８億8,586万円

岩手町 5,077人 1,066人 895人 17億2,590万円

合　計 17,857人 3,712人 2,999人 59億8,952万円

盛岡北部行政事務組合

平成29年度決算

一般会計決算

分担金および負担金
3億 52万円

（58.4％）

分担金および負担金
3億 52万円

（58.4％）使用料および手数料
1億7,744万円

（34.5％）

使用料および手数料
1億7,744万円

（34.5％）

国庫支出金
334万円（0.7％）
国庫支出金
334万円（0.7％）

繰入金
599万円（1.2％）
繰入金
599万円（1.2％）

繰越金 2,538万円（4.9％）繰越金 2,538万円（4.9％）

衛生費
3億9,120万円

（79.1％）

衛生費
3億9,120万円

（79.1％）

介護保険費
5,708万円

（11.5％）

介護保険費
5,708万円

（11.5％）

議会費
65万円（0.1％）
議会費
65万円（0.1％）

総務費
4,553万円（9.2％）
総務費
4,553万円（9.2％）

保険料
11億3,955万円（17.6％）
保険料
11億3,955万円（17.6％）

歳入
5億1,436万円
歳入

5億1,436万円
歳出

4億9,446万円
歳出

4億9,446万円

歳入
64億7,002万円

歳入
64億7,002万円

歳出
63億7,992万円

歳出
63億7,992万円支払基金交付金

17億 887万円
（26.4％）

支払基金交付金
17億 887万円

（26.4％）

分担金および負担金
8億9,263万円（13.8％）
分担金および負担金
8億9,263万円（13.8％）

国庫支出金
16億3,770万円（25.3％）
国庫支出金
16億3,770万円（25.3％）

県支出金
9億4,035万円（14.5％）
県支出金
9億4,035万円（14.5％）

繰入金 3,969万円（0.6％）繰入金 3,969万円（0.6％）
繰越金 1億 991万円（1.7％）繰越金 1億 991万円（1.7％）

総務費
1億1,905万円（1.9％）
総務費
1億1,905万円（1.9％）

居宅介護サービス費
25億7,149万円（40.3％）
居宅介護サービス費
25億7,149万円（40.3％）

施設介護サービス費
27億4,416万円（43.0％）
施設介護サービス費
27億4,416万円（43.0％）

介護予防
サービス費
1億3,705万円（2.1％）

介護予防
サービス費
1億3,705万円（2.1％）

高額介護
サービス費
1億5,934万円（2.5％）

高額介護
サービス費
1億5,934万円（2.5％）

特定入所者
介護サービス費
3億7,215万円（5.8％）

特定入所者
介護サービス費
3億7,215万円（5.8％）

審査支払手数料
533万円（0.1％）
審査支払手数料
533万円（0.1％）

地域支援事業費
1億7,255万円（2.7％）
地域支援事業費
1億7,255万円（2.7％）

基金積立金
6,866万円（1.1％）
基金積立金
6,866万円（1.1％）
諸支出金
3,014万円（0.5％）
諸支出金
3,014万円（0.5％）

県支出金
167万円（0.3％）
県支出金
167万円（0.3％）

分担金および負担金
3億 52万円

（58.4％）

分担金および負担金
3億 52万円

（58.4％）使用料および手数料
1億7,744万円

（34.5％）

使用料および手数料
1億7,744万円

（34.5％）

国庫支出金
334万円（0.7％）
国庫支出金
334万円（0.7％）

繰入金
599万円（1.2％）
繰入金
599万円（1.2％）

繰越金 2,538万円（4.9％）繰越金 2,538万円（4.9％）

衛生費
3億9,120万円

（79.1％）

衛生費
3億9,120万円

（79.1％）

介護保険費
5,708万円

（11.5％）

介護保険費
5,708万円

（11.5％）

議会費
65万円（0.1％）
議会費
65万円（0.1％）

総務費
4,553万円（9.2％）
総務費
4,553万円（9.2％）

保険料
11億3,955万円（17.6％）
保険料
11億3,955万円（17.6％）

歳入
5億1,436万円
歳入

5億1,436万円
歳出

4億9,446万円
歳出

4億9,446万円

歳入
64億7,002万円

歳入
64億7,002万円

歳出
63億7,992万円

歳出
63億7,992万円支払基金交付金

17億 887万円
（26.4％）

支払基金交付金
17億 887万円

（26.4％）

分担金および負担金
8億9,263万円（13.8％）
分担金および負担金
8億9,263万円（13.8％）

国庫支出金
16億3,770万円（25.3％）
国庫支出金
16億3,770万円（25.3％）

県支出金
9億4,035万円（14.5％）
県支出金
9億4,035万円（14.5％）

繰入金 3,969万円（0.6％）繰入金 3,969万円（0.6％）
繰越金 1億 991万円（1.7％）繰越金 1億 991万円（1.7％）

総務費
1億1,905万円（1.9％）
総務費
1億1,905万円（1.9％）

居宅介護サービス費
25億7,149万円（40.3％）
居宅介護サービス費
25億7,149万円（40.3％）

施設介護サービス費
27億4,416万円（43.0％）
施設介護サービス費
27億4,416万円（43.0％）

介護予防
サービス費
1億3,705万円（2.1％）

介護予防
サービス費
1億3,705万円（2.1％）

高額介護
サービス費
1億5,934万円（2.5％）

高額介護
サービス費
1億5,934万円（2.5％）

特定入所者
介護サービス費
3億7,215万円（5.8％）

特定入所者
介護サービス費
3億7,215万円（5.8％）

審査支払手数料
533万円（0.1％）
審査支払手数料
533万円（0.1％）

地域支援事業費
1億7,255万円（2.7％）
地域支援事業費
1億7,255万円（2.7％）

基金積立金
6,866万円（1.1％）
基金積立金
6,866万円（1.1％）
諸支出金
3,014万円（0.5％）
諸支出金
3,014万円（0.5％）

県支出金
167万円（0.3％）
県支出金
167万円（0.3％）

介護保険特別会計

　本市、葛巻町、岩手町および盛岡市（玉山地域）の４
市町で運営している盛岡北部行政事務組合の平成29年
度一般会計と介護保険特別会計（盛岡市を除く）の決算
を紹介します。決算額は１万円未満を、割合は小数点
以下第２位を四捨五入しているため、合計が合わない
場合があります。

※歳入の諸収入と財産収入は、割合が0．1％未満となるため表記を省略しています。

※歳入の使用料および手数料は、割合が0．1％未満となるため表記を省略しています。

■　

一
般
会
計

　
歳
入
は
総
額
５
億
１
４
３
６
万
円

で
、
そ
の
う
ち
最
も
多
い
の
が
分
担

金
お
よ
び
負
担
金
の
３
億
５
２
万
円

（
58
・
４
％
）で
す
。

　
ま
た
、
歳
出
は
総
額
４
億
９
４
４

６
万
円
で
、
し
尿
処
理
に
係
る
衛
生

費
が
３
億
９
１
２
０
万
円（
79
・

１
％
）で
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

■　

介
護
保
険
特
別
会
計

　
歳
入
は
総
額
64
億
７
０
０
２
万
円

で
、
そ
の
う
ち
最
も
多
い
の
が
、
社

会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
か
ら
交

付
さ
れ
る
支
払
基
金
交
付
金
の
17
億

８
８
７
万
円（
26
・
４
％
）で
す
。
こ

の
支
払
基
金
交
付
金
は
、
第
２
号
被

保
険
者（
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人
）

の
保
険
料
を
基
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
歳
出
は
総
額
63
億
７
９
９

２
万
円
で
、
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

（
25
億
７
１
４
９
万
円
）と
施
設
介
護

サ
ー
ビ
ス
費（
27
億
４
４
１
６
万
円
）

の
合
計
が
、
全
体
の
約
８
割
を
占
め

て
い
ま
す
。

　
な
お
、
両
会
計
の
歳
入
・
歳
出
の

内
訳
、
し
尿
処
理
や
介
護
保
険
事
業

の
概
要
は
、
下
に
示
す
通
り
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
盛
岡
北
部
行
政

事
務
組
合（
☎
74
・
２
７
１
６
）

09 08No.283 ◎2019．1.10



【
教
育
委
員
会
】

非
常
勤
職
員
を
募
集
し
ま
す

　
市
教
育
委
員
会
は
、
４
月
に
市
立
小
・

中
学
校
に
入
学
予
定
の
子
ど
も
が
い
る
世

帯
で
、
就
学
援
助
の
対
象
と
な
る
保
護
者

に
、新
入
学
学
用
品
費（
ラ
ン
ド
セ
ル
・
制

服
な
ど
入
学
に
必
要
な
も
の
の
購
入
費

用
）を
入
学
前
に
支
給
し
ま
す
。

　
な
お
、
今
回
申
請
が
で
き
ず
、
入
学
後

の
申
請
で
認
定
さ
れ
た
場
合
は
、
７
月
頃

に
同
額
を
支
給
し
ま
す
。

■
援
助
対
象
者　
次
の
い
ず
れ
か
の
項
目

に
該
当
す
る
世
帯
で
、１
月
現
在
、市
内
に

住
所
を
有
し
、
４
月
か
ら
市
立
小
・
中
学

校
に
入
学
予
定
の
子
ど
も
の
保
護
者

❶
30
年
度
中
に
、
生
活
保
護
が
停
止
ま
た

は
廃
止
さ
れ
た

❷
市
町
村
民
税
非
課
税
、
ま
た
は
減
免
を

受
け
て
い
る

❸
固
定
資
産
税
の
減
免
を
受
け
て
い
る

❹
国
民
年
金
の
保
険
料
の
減
免
を
受
け
て

い
る 入

学
前
に
支
給
す
る
就
学
援
助

申
請
を
受
け
付
け
ま
す

①
み
の
り
サ
ポ
ー
ト
推
進
員
（
20
人
程
度
）

▼
業
務
内
容　
中
学
生
の
学
習
支
援

▼
応
募
資
格　
教
員
免
許【
必
須
】

②
ひ
か
り
サ
ポ
ー
ト
推
進
員
（
10
人
程
度
）

▼
業
務
内
容　
主
に
小
学
生
の
学
校
生
活

支
援

③
適
応
指
導
教
室
指
導
員
（
若
干
名
）

▼
業
務
内
容　
不
登
校
の
子
ど
も
の
学
習
・

生
活
指
導

④
適
応
支
援
相
談
員
（
若
干
名
）

▼
業
務
内
容　
別
室
登
校
の
子
ど
も
の
学

習
・
生
活
支
援

⑤
学
校
図
書
館
司
書
（
若
干
名
）

▼
業
務
内
容　
学
校
図
書
室
の
運
営
補
助

⑥
幼
児
こ
と
ば
の
教
室
指
導
員
（
１
人
）

▼
業
務
内
容　
未
就
学
児
の
発
音
指
導
な
ど

⑦
社
会
教
育
指
導
員
（
１
人
）

▼
業
務
内
容　
主
に
教
育
振
興
運
動
・
学

校
運
営
協
議
会
に
つ
い
て
の
指
導
、
助
言

▼
応
募
資
格　
教
員
免
許【
必
須
】

⑧
教
育
相
談
員
（
１
人
）

▼
業
務
内
容　
学
校
不
適
応
や
発
達
障
害
な

ど
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
へ
の
対
応
や
そ
の
保

❺
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
ま
た
は
納
税

の
猶
予
を
受
け
て
い
る

❻
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る

❼
経
済
的
に
困
窮
し
て
お
り
、
就
学
に
支

障
が
あ
る

■
支
給
額（
１
人
に
つ
き
）

▼
小
学
校
入
学
予
定
者
４
万
６
０
０
円

▼
中
学
校
入
学
予
定
者
４
万
７
４
０
０
円

■
支
給
時
期　
３
月
上
旬
頃
を
予
定

■
必
要
書
類

▼
就
学
援
助
申
請
書

▼
口
座
振
込
依
頼
書

※
必
要
書
類
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
い
た
だ
く
か
、
教
育
総
務

課
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

■
申
込
先　
小
学
校
入
学
予
定
者
は
同
課

に
、
中
学
校
入
学
予
定
者
は
、
現
在
通
っ

て
い
る
小
学
校
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　
１
月
31
日
㈭

■
問
い
合
わ
せ
先　
教
育
総
務
課
学
事
係

（
☎
・
内
線
１
３
６
６
）

　
活
気
あ
ふ
れ
る
大
更
を
創
る
会
が
、

宝
く
じ
の
助
成
金
の
交
付
を
受
け
、綿

菓
子
機
や
テ
ン
ト
、ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト

な
ど
を
購
入
し
ま
し
た
。新
し
く
整
備

さ
れ
た
綿
菓
子
機
や
テ
ン
ト
な
ど
は
、

10
月
12
、13
日
に
開
催
さ
れ
た
大
更
コ

ミ
セ
ン
ま
つ
り
で
使
用
さ
れ
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
に
活
用
さ
れ
ま
し
た
。今

後
も
引
き
続
き
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
利

用
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、一
般
財
団
法
人
自
治

総
合
セ
ン
タ
ー
が
、宝
く
じ
の
社
会
貢

献
広
報
事
業
と
し
て
、宝
く
じ
の
受
託

事
業
収
入
を
財
源
に
実
施
し
て
い
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用
し

た
も
の
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

地
域
振
興
課

（
☎
・
内
線
１
１
４
１
）

宝
く
じ
助
成
金
を
活
用
し

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活
性
化

子どもたちに大人気の綿あめ

護
者
へ
の
支
援

▼
応
募
資
格　
教
員
免
許【
必
須
】

⑨
市
博
物
館
館
長
（
１
人
）

▼
業
務
内
容　
博
物
館
の
所
掌
事
務
を
掌
理

し
、
所
属
職
員
を
指
揮
監
督
す
る
こ
と

▼
応
募
資
格　
法
人
な
ど
に
お
い
て
役
員
や

管
理
職
な
ど
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
の
経
験

を
３
年
以
上
有
す
る
人
ま
た
は
そ
れ
と
同
等

の
経
験
を
有
す
る
人

⑩
学
芸
員
（
若
干
名
）

▼
業
務
内
容　
教
育
普
及
、
企
画
展
示
、
資

料
収
集
整
理
保
管
な
ど

▼
応
募
資
格　
博
物
館
法
に
定
め
る
学
芸

員
資
格
を
有
す
る
人

⑪
学
芸
員
補
（
若
干
名
）

▼
業
務
内
容　
教
育
普
及
、
企
画
展
示
、
資

料
収
集
整
理
保
管
な
ど

▼
応
募
資
格　
博
物
館
勤
務
経
験
３
年
以
上

で
学
芸
員
資
格
を
有
し
て
い
な
い
人
、か
つ

大
学
ま
た
は
大
学
院
に
お
い
て
、考
古
学
お

よ
び
こ
れ
に
類
す
る
課
程
を
卒
業
あ
る
い
は

修
了
し
た
人

■
雇
用
期
間　
４
月
１
日
㈪
か
ら
32
年
３

月
31
日
㈫
ま
で

■
応
募
方
法　
応
募
用
紙
と
履
歴
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
教
育
総
務
課
に
持
参

ま
た
は
郵
送（
消
印
有
効)

で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
必
要
書
類
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
い
た
だ
く
か
、
同

課
窓
口
と
西
根
・
安
代
両
総
合
支
所
に
備

え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

■
申
込
期
限　
1
月
31
日
㈭

■
問
い
合
わ
せ
先　
①
～
⑥
＝
教
育
総
務

課
学
事
係（
☎
・
内
線
１
３
６
５
）、⑦
、
⑧

＝
同
課
総
務
係（
☎
・
内
線
１
３
６
１
）、

⑨
～
⑪
＝
同
課
文
化
財
係（
☎
・
内
線
１

３
６
７
）

　
市
教
育
委
員
会
は
、
31
年
度
に
採
用
す

る
非
常
勤
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
職
種

【
商
工
観
光
課
】

非
常
勤
職
員
を
募
集
し
ま
す

　
市
商
工
観
光
課
は
、
31
年
度
に
採
用
す

る
非
常
勤
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
職
種

①
松
尾
鉱
山
資
料
館
管
理
指
導
員
（
２
人
）

▼
業
務
内
容　
同
館
の
入
館
者
受
け
付
け
・

応
対
、資
料
展
示
、企
画
展
示
、資
料
保
管
整

理
、施
設
・
設
備
の
管
理
な
ど

▼
業
務
期
間　

４
月
１
日
㈪
か
ら
32
年
３

月
31
日
㈫
ま
で

▼
応
募
資
格　
松
尾
鉱
山
の
歴
史
な
ど
必

要
な
知
識
を
有
し
、高
校
卒
業
以
上
で
昭
和

29
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
、ワ
ー

ド
・
エ
ク
セ
ル
の
基
本
操
作
が
で
き
る
人

②
自
然
公
園
保
護
管
理
員
（
８
人
）

③
自
然
保
護
指
導
員
（
1
人
）

▼
業
務
内
容　

登
山
道
の
整
備（
刈
り
払

い
、
倒
木
撤
去
）、
啓
発
活
動
な
ど

▼
業
務
期
間　

４
月
１
日
㈪
か
ら
11
月
30

日
㈯
ま
で

▼
応
募
資
格　
十
和
田
八
幡
平
国
立
公
園

や
登
山
、
自
然
保
護
な
ど
に
関
す
る
知
識
を

有
し
、
登
山
道
管
理
業
務
に
必
要
な
体
力
を

有
す
る
健
康
な
人

■
応
募
方
法　
履
歴
書
を
商
工
観
光
課
に

持
参
ま
た
は
郵
送（
消
印
有
効)

で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
履
歴
書
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
い
た
だ
く
か
、

同
課
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

■
応
募
期
限　
2
月
８
日
㈮

■
面
接
日　
２
月
下
旬
予
定(

筆
記
試
験

は
あ
り
ま
せ
ん)

■
問
い
合
わ
せ
先　
①
＝
商
工
観
光
課
自

然
公
園
係（
☎・
内
線
1
3
1
１
）、
②
、

③
＝
同
係（
☎・
内
線
1
3
1
２
）

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
な
ど
の

業
務
が
一
時
停
止
し
ま
す

　
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
の
機
器
更
新
作
業
の
た
め
、
機
器
が
停

止
し
、
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
な
く
な
り

ま
す
。
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
理

解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
停
止
日　
１
月
29
日
㈫
か
ら
30
日
㈬
ま

で
の
終
日

■
利
用
で
き
な
い
サ
ー
ビ
ス

▼
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付（
申
請
）・
電

子
証
明
書
の
発
行

▼
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
転
入
届

▼
他
市
町
村
の
住
民
票
交
付（
広
域
交
付

住
民
票
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先　
市
民
課
戸
籍
住
民
係

（
☎・
内
線
1
０
６
４
）

草刈り機（機械）

　
市
内
で
事
業
用
の
償
却
資
産（
構
築
物
、

機
械
・
装
置
、
車
両
・
運
搬
具
、
器
具
・

備
品
）を
持
っ
て
い
る
人
は
、
固
定
資
産

税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
１
月
１
日
現
在
の
所
有
状
況
を
１
月
31

日
㈭
ま
で
に
申
告
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
申
告
書
は
昨
年
12
月
に
郵
送
し
ま
し

た
が
、
新
た
に
事
業
者
と
な
っ
た
個
人
や

市
内
に
事
業
所
を
開
設
し
た
法
人
で
、
申

告
書
が
な
い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
電
子
申
告（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）で
の
申
告

も
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
資
産
税
係

（
☎
・
内
線
１
１
２
３
）

固
定
資
産
税（
償
却
資
産
）

１
月
31
日
ま
で
に
申
告
を

ビニールハウス（構築物）

申
告
が
必
要
な
事
業
用
償
却
資
産
の
例

市役所からのHOT LINE
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月 Monday 火 Tuesday 水Wednesday 木 Thursday 金 Friday 土 Saturday 日 Sunday

市税納期（納期限２月28日）　国民健康保険税（第８期）

休日救急当番医　（当番日はカレンダー内に記載しています）

市 内 鹿角（市外局番 0１86）
西根病院（☎76-3111） かづの厚生病院（☎23-2111）
東八幡平病院（☎78-2511） 大里医院（☎22-1251）
平舘クリニック（☎74-3120） 本田医院（☎35-3002）
八幡平こどもクリニック（☎75-2632） 小坂町診療所（☎29-5500）

※コミセンは、コミュニティセンターの略称です。

毎
週
金
曜
日
午
後
1
時
か
ら
、エ
フ
エ
ム
岩
手
で
八
幡
平
・
岩
手
・
葛
巻
３
市
町
情
報
発
信
番
組「
H
i
k
i
n
g（
は
い
き
ん
ぐ
）レ
デ
ィ
オ
」を
放
送
し
て
い
ま
す
。

休日当番薬局　　（当番日はカレンダー内に記載しています）

市 内 鹿角（市外局番 0１86）
あさひ薬局西根中学校前店（☎70-2311） 黒沢薬局（☎35-3200）※日曜・祝日開局
柏台薬局（☎71-1001） 村木薬局（☎22-0372）※日曜開局
大更調剤薬局（☎70-1320） ファーマックスかづの薬局（☎30-0033）
白樺薬局（☎74-3363） ヘルシークラブ厚生病院前薬局（☎30-0080）
さいとう薬局（☎72-2130） 日本調剤薬局（☎30-1193）
つぐみ薬局（☎76-2900）

小児救急入院受入当番病院　（当番日はカレンダー内の日付右側に記載しています）

病 院 名 電話番号 病 院 名 電話番号
岩手県立中央病院（中央） 019-653-1151 盛岡赤十字病院（日赤） 019-637-3111
岩手医科大学付属病院（医大） 019-651-5111 川久保病院（川久保） 019-635-1305
もりおかこども病院（こども） 019-662-5656
▶日曜・祝日の日中（9：00～17：00）　休日救急当番医へ
　日中の診療時間に受診できる人は、日中の時間内に受診しましょう。また、時間外
の受診が小児救急入院受入当番病院に集中すると、重症な子どもの治療に支障を来す
恐れがあります。まずは盛岡市夜間急患診療所を受診しましょう。
▶症状が軽い場合（19：00～23：00）　盛岡市夜間急患診療所【内科、小児科】へ
　盛岡市神明町 3-29、盛岡市保健所（☎ 019-654-1080）
▶症状が重い場合　小児救急入院受入当番病院へ
　症状が重く入院が必要と思われる子どもと、休日救急当番医や盛岡市夜間急患診
療所が診療していない時間帯に急病の子どもを受け入れます。夜間は 17：00 から翌
朝 9：00 まで。
　なお、土曜日の 13：00（祝日の土曜は 9：00）から 17：00 は、もりおかこども病院を
受診してください。

1月21日〜2月17日

各種相談　※相談名欄に（要予約）と記載のある相談は、事前予約が必要

相 談 名 日 時 場 所 担当（予約先）

盛岡消費生活センター
出前相談会（要予約）

１月22日㈫
２月５日㈫
13：00～16：00

市役所本庁舎
※　西根・安代両総合支所
でも対応可（予約時相談）

市民課
（☎・内線1066 ）くらしとお金の安心

相談会（要予約）
２月15日㈮
10：00～15：00

年金相談（要予約） ２月14日㈭
10：00～15：30 市役所多目的ホール棟 盛岡年金事務所

（☎019-623-6211）

人権相談（要予約） 要相談 要相談 市民課
（☎・内線1061 ）

※　定例行政相談はカレンダー内に記載しています

岩手医大・県立中央病院の出張診療日
病 院 名 診 療 科 目 診 療 日 時

西根病院（☎76-3111）

糖　尿　病  毎週火曜日　　　　　午前中
循　環　器  第２・４水曜日　　　10：00～
呼　吸　器  第３月曜日　　　　　14：00～
血　　　液 第３水曜日　　　　　14：00～
神　　　経 第３木曜日　　　　　14：00～

安代診療所（☎72-3115） 内科・外科 毎週月・木曜日　　　午前中
※　西根病院の出張診療は、内科で初診を受け、医師が必要と判断した場合、次回か
ら予約受診になります。
※　診療日は祝日等により前後の週に変更する場合があります。電話で事前確認願い
ます。

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（医　大）

■博物館休館日
■地域振興課＝東北中学校ス
キー大会「ジャンプ競技」　（矢
神飛躍台）
■地域振興課＝定例行政相談　
9：30～12：00（市役所本庁舎）
■図書館＝日本近代史を学ぶ
会　13：30～15：00

■図書館休館日
■健康福祉課＝乳幼児健康相
談離乳食講習【受付】　9：30～
9：40（市役所多目的ホール棟）

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■松尾コミセン＝成人講座「写
経・座禅」　10：00～12：00
■寺田コミセン＝健康体操
教室　13：30～15：00

■寺田コミセン＝▶幼児映画
会 　 10：00～10：30（寺田保育
所）▶子ども映画会　15：20～
16：00
■体育協会＝スノーウオーキ
ング教室　13：30～15：00（松
尾総合運動公園）

■健康福祉課＝親子教室【受
付】　9：30～9：55（市役所多目
的ホール棟）
■松尾コミセン＝料理講座「ス
イーツ作り」　10：00～13：30

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（中　央）

■博物館休館日
■地域振興課＝東北中学校ス
キー大会「クロスカントリー競
技」　（田山グラウンド）　※30
日まで

■図書館休館日
■市民課＝住基ネットワーク
システム終日利用停止　※詳
細は11㌻に記載

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　　
17：15～19：00（市民課）
■市民課＝住基ネットワーク
システム終日利用停止　※詳
細は11㌻に記載

■図書館休館日（図書整理日）
■体育協会＝スノーウオーキ
ング教室　13：30～15：00（松
尾総合運動公園）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（川久保）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（中　央）

■博物館休館日
■ 平 舘 コ ミ セ ン ＝ 映 画 会　
10：30～11：30（平舘保育所）

■図書館休館日
■松尾コミセン＝輝楽大学

「ニュースポーツ」　9：30～
12：00
■健康福祉課＝乳児健診【受
付】　13：00～13：15（市役所多
目的ホール棟）

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■健康福祉課＝３歳児健診

【受付】　13：00～13：30（市役所
多目的ホール棟）
■松尾コミセン＝移動図書　
13：00～15：05（松尾地区内）
■寺田コミセン＝健康体操
教室　13：30～15：00

■広報はちまんたい発行日
■博物館＝トピック展「足元
に眠っていた歴史－八幡平市
の東北縦貫道遺跡－」　9：00～
16：00　※３月29日まで
■健康福祉課＝献血　10：00～
12：00（積水メディカル岩手工
場）、14：00～16：30（東八幡平病
院）
■松尾コミセン＝移動図書　
13：00～14：45（松尾地区内）
■体育協会＝スノーウオーキ
ング教室　13：30～15：00（松
尾総合運動公園）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（川久保）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（中　央）

■建国記念の日
■市役所閉庁日
■ 図 書 館 ＝あみぐるみ教室　
10：00～15：00

■図書館休館日
■博物館休館日
■健康福祉課＝１歳児健診

【受付】　13：00～13：15（市役
所多目的ホール棟）
■荒屋コミセン＝移動図書
13：00～14：50（荒沢地区）

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■荒屋コミセン＝移動図書
12：00～14：35（田山地区）
■健康福祉課＝１歳６カ月児
健 診【 受 付】　13：00～13：30

（市役所多目的ホール棟）

■寺田コミセン＝▶幼児映画
会 　 10：00～10：30（寺田保育
所）▶子ども映画会　15：20～
16：00

▶当番医（市内）平舘クリニッ
ク・（鹿角）本田医院▶当番薬
局（市内）白樺薬局、さいとう
薬局・（鹿角）黒沢薬局

小児救急病院
（こども／中　央）

小児救急病院
（医　大）

■市役所閉庁日
■地域振興課＝東日本バイア
スロン選手権大会　（田山バイ
アスロン競技場）　※27日まで
■寺田コミセン＝ヨガ教室　
10：30～12：00
■図書館＝おはなしのじかん　
14：30～15：00

■市役所閉庁日

▶当番医（市内）西根病院・
（鹿角）かづの厚生病院▶当番
薬局（市内）あさひ薬局西根中
学校前店・（鹿角）ファーマッ
クスかづの薬局

小児救急病院
（こども／医　大）

小児救急病院
（中　央）

■市役所閉庁日
■体育協会＝第47回松尾地区
スキー大会　8：10～13：00（八
幡平リゾートパノラマスキー
場ほか）
■図書館＝新刊子どもの本を
読む会　10：00～11：30

■市役所閉庁日
■田頭コミセン＝田頭地区
ト ッ ヂ・ ビ ー 大 会　9：00～
12：00（西根地区体育館）
■体育協会＝第41回県スポー
ツ少年団スキー大会「ジャン
プ競技」兼第12回北東北学童
ジャンプ大会　9：30～12：00

（矢神飛躍台）
■図書館＝朗読を楽しむ会お
よ び 読 書 マ ラ ソ ン 表 彰 式　
13：30～15：00

▶当番医（市内）東八幡平病
院・（鹿角）大里医院▶当番薬
局（市内）柏台薬局・（鹿角）ヘ
ルシークラブ厚生病院前薬局

小児救急病院
（こども／医　大）

小児救急病院
（医　大）

■市役所閉庁日
■商工観光課＝八幡平・安比
ゆきフェスティバル2019「第７
回八幡平エンジョイ雪合戦」　
9：00 開始（サラダファーム内
特設会場）　※10日まで
■体育協会＝三ケ田礼一杯第
27回市ジュニアスキー選手権
大 会 　 9：00～15：00（ 田 山 ス
キー場）
■寺田コミセン＝ヨガ教室　
10：30～12：00
■図書館＝おはなしのじかん　
14：30～15：00

■市役所閉庁日
■ 体 育 協 会 ＝ ▶ 第41回県ス
ポーツ少年団スキー大会「ク
ロスカントリー競技」　9：00～
13：00（田山グラウンド）、「アル
ペン競技」　9：30～13：00（田山
スキー場）▶第１回八幡平CUP
オープンテニス大会　9：00～
15：00（アリーナまつお）
■図書館＝Tom＆Tam Story 
Time　11：00～11：30

▶当番医（市内）西根病院・
（鹿角）かづの厚生病院▶当番
薬局（市内）大更調剤薬局・

（鹿角）ファーマックスかづの
薬局

小児救急病院
（こども／医　大）

小児救急病院
（中　央）

■市役所閉庁日
■ 図 書 館 ＝ 八 幡 平 短 歌 会　
13：00～15：30
■商工観光課＝八幡平・安比
ゆきフェスティバル2019「冬
花火」　20：30～20：40（八幡平
リゾートパノラマスキー場）

■市役所閉庁日

▶当番医（市内）八幡平こども
クリニック・（鹿角）小坂町診
療所▶当番薬局（市内）つぐみ
薬局・（鹿角）日本調剤薬局
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行事の内容など、詳しくは主催団体などにお問い合わせください。
【掲載依頼】掲載希望は発行月の前月10日までにご依頼ください。
掲載は、主催団体などを所管する市の担当課を通じ、依頼のあった記事を
優先します。
◆掲載の確約および採否の連絡はいたしかねます。
◆掲載文は市に一任していただきます。
◆営利目的や確実な掲載を希望される場合は、広告枠をご利用ください。

阪神淡路大震災を教訓に 
防災における備えを確認

　毎年１月15日から21日までは、
「防災とボランティア週間」です。   
八幡平消防署では、防災用品など
の展示会を開催します。
　また、同署では期間以外でも随
時、防災に関する講習会を行います
のでご相談ください。
■展示日時　１月16日㈬午前９時
半から午後１時半まで
■場所　市役所結のひろば
■問い合わせ先　同署（☎76-
2119）、松尾出張所（☎74-2119）、安
代出張所（☎72-2119）

消防法の規定に基づく 
危険物取扱者試験実施

　(一財)消防試験研究センターで
は、危険物取扱者試験（乙種第４類
のみ）を実施します。
■試験日　３月23日㈯
■受験地　盛岡市

高次脳機能障がい者と 
家族の支援を考えよう

　高次脳機能障がい支援者研修会
を無料で開催します。
■日時　１月14日（月・祝）午前
10時から正午まで
■会場　県自治会館
■対象者　医療福祉関係者など
■申し込み・問い合わせ先　（特
非）いわて高次脳機能障害友の会
イーハトーヴ（☎019-652-1137）

ネットで学べる放送大学 
入学生を募集しています

　放送大学の31年４月入学生を
募集しています。
■出願期間　❶２月28日㈭まで　
❷３月１日㈮から17日㈰まで
(1) 大学説明会
■日時　２月15日㈮午後１時半か
ら３時まで
■会場　二戸市立図書館
(2) オープンキャンパス
■日時　１月11日㈮、12日㈯、２
月８日㈮、９日㈯の各日午前10時
から11時半まで
■会場　同大学岩手学習センター

（岩手大学構内）
■資料請求・問い合わせ先　同セ
ンター（☎ 019-653-7414）または
同校のウェブサイト参照

冬の八幡平・安比を 
楽しむイベント開催

　八幡平・安比ゆきフェスティバ
ル2019を２月９日㈯から28日㈭
まで開催します。エリア内協賛店
で、雪だるまをイメージしたオリ
ジナルフードが販売されます。
(1) 第 7 回八幡平エンジョイ雪合
戦大会（参加チーム募集中！）
■開催日　２月９日㈯、10日㈰
■会場　サラダファーム
■申込期限　１月29日㈫
■問い合わせ先　市雪合戦協会

（㈱エッグデリカ内、☎75-0288）
(2) 冬花火
■日時と会場　▶２月16日㈯午後
８時半＝八幡平リゾートパノラマ
スキー場　▶２月23日㈯午後7
時20分＝安比高原スキー場
(3) 宝探し・雪上フラッグ
■日時　２月17日㈰
■会場　八幡平リゾートパノラマ
スキー場
(4) 雪だるま装飾コンテスト
■日時　２月23日㈯、24日㈰の両
日午前10時から午後２時まで
■会場　安比高原スキー場　
(5) 七滝氷瀑ツアー（リフト使用）
■日時・予約　問い合わせ先まで
■イベント全般の問い合わせ先　
市観光イベント実行委員会事務局

（☎78-3500）

東北一斉Ｂ型肝炎訴訟 
無料電話相談会を開催

　幼少時の集団予防接種によりB
型肝炎に感染したと認められる患
者を対象とした訴訟について、弁
護士による無料電話相談会（通話
料はかかります）を開きます。
■日時　１月21日㈪午前10時か
ら午後7時まで
■相談電話　022-721-1091、1092　
■提訴期限　2022年１月12日㈬
■問い合わせ先　B型肝炎被害対
策東北弁護団事務局・小野寺友宏
法律事務所（☎0120-76-0152）

学童保育クラブで 
勤務する職員募集

　31年度に学童保育クラブで勤務
する職員を募集しています。男女
は問いません。
■業務内容　小学生の見守りや育
成など
■応募資格　普通自動車運転免許
■勤務場所（学童保育クラブ）　
❶大更❷大更第二❸渋川❹東大更
❺平笠❻田頭❼平舘❽寺田❾松野
❿寄木⓫柏台⓬あしろ⓭田山
■勤務日　月曜日から土曜日まで
■応募期限　２月８日㈮
■問い合わせ先　❶〜❺＝（特非）
あそぼっこ（☎68-7677）、❻〜⓭＝

（特非）七時雨いきいきネットワー
ク（☎77-2750）

子育て相談・援助の 
アドバイザーを募集

　たからっこ広場（大更学童保育
クラブ内）で勤務する31年度子育
てアドバイザーを募集します。
■業務内容　子育てに関する相談
や援助など
■応募資格　普通自動車運転免許
■勤務日　月曜日から土曜日まで　
※水曜日を除く
■応募期限　２月８日㈮
■問い合わせ先　（特非）あそぼっ
こ（☎68-7677）

■申請受付期間　▶電子申請　２
月15日㈮から22日㈮午後５時まで
▶書面申請　２月18日㈪から25日
㈪まで (消印有効)
■問い合わせ先　同センター岩手
県支部（☎019-654-7006）

確定申告期の税務相談 
税理士会が無料で開催

　税理士による確定申告などの税
務相談会を開催します。
(1) 税務相談全般
■日時　１月28日㈪から３月８
日㈮までの平日午後１時半から４
時半まで　※事前予約が必要です
■会場　県税理士会館
(2)年金、給与所得者還付申告相談
■日時　２月２日㈯、３日㈰の両
日午前 10時から午後４時まで
■会場　Ｎａｎａｋ（ななっく）
■問い合わせ先　東北税理士会盛
岡支部（☎019-622-5160）

消費税の申告・納付は 
早めに済ませましょう

　平成30年分の消費税および地
方消費税の確定申告・納付期限
は、４月１日㈪です。
■申告場所　▶所得税確定申告期
間内　アイーナ▶期間外　税務署
■詳細・問い合わせ先　盛岡税務
署（☎019-622-6141）または国税庁
のウェブサイトをご覧ください。

『防災タウンページ』は 
お手元に届きましたか

　ＮＴＴタウンページ㈱では、先
月『タウンページ』と一緒に『防災
タウンページ岩手県版』『公衆電話
＋避難所マップ』を県内の全戸・
全事業所に届けました。災害発生
時はもちろん、いざという時に備
えて確認しておきましょう。
■問い合わせ先　タウンページセ
ンタ（☎0120-506309）　※平日の
午前９時から午後５時まで

調理師は業務従事者届を 
届け出る必要があります

　飲食物を調理して提供する給食
施設や飲食営業、魚介類販売業、
そうざい製造業などで働く調理師
は「調理師業務従事者届」を出すこ
とが義務付けられています。
■提出期限　１月15日㈫まで
■届け出方法　県のウェブサイト
から電子申請または県央保健所窓
口へ届け出てください。
■問い合わせ先　県央保健所環境
衛生課（☎019-629-6588）または県
環境生活部県民くらしの安全課

（☎019-629-5322）

産業別の最低賃金が改正 
使用者も労働者も確認を

　岩手県特定（産業別）最低賃金が
改正されました。30年12月28日以
降から適用されています。
■産業別最低賃金（時間額）
❶鉄鋼業、金属線製品、その他の
金属製品製造業　829円
❷光学機械器具・レンズ、時計・
同部分品製造業　809円
❸電子部品・デバイス・電子回
路、電気機械器具、情報通信機械
器具製造業　796円
❹百貨店、総合スーパー　800円
❺自動車小売業　838円
❻各種商品小売業　767円
※岩手県最低賃金は 30 年 10 月 1
日から762円に改正されています。
■詳細・問い合わせ先　岩手労働
局労働基準部賃金室（☎019-604-
3008）または同局のウェブサイト
をご覧ください。

雪下ろしの電線事故や 
電気の使い過ぎに注意

　省エネルギー月間が２月 1 日
から始まります。限りあるエネル
ギー資源を大切にし、地球温暖化
を防止するため、エネルギーを大
切に使うよう心掛けましょう。
　また、雪下ろしで電気の引込み
線を切るなどの事故が時々起きて
いますので、十分ご注意ください。
■省エネの対策事例
▶カーテンを閉める　部屋の暖か
い空気が逃げにくくなります。
▶冬の室内温度は20℃以下に設
定　暖房温度を１℃下げると燃
料費が10％節約できます。
■問い合わせ先　（一財）東北電気
保安協会盛岡事業所（☎019-631-
2551）

「そばによる国際交流と 
むらおこし」講演会開催

　（公社）盛岡法人会西根支部・安
代支部は、そば打ち実演会＆試食
会やそばによる地域振興を学ぶ講
演会を開催します。
■日程　１月30日㈬午後２時半
から６時まで
■場所　新安比温泉静流閣
■申込期限　1 月 23 日㈬
■問い合わせ先　市商工会安代支
部（☎0195-63-1001）

八幡平山頂レストハウス 
季節従業員探しています

　（一社）市観光協会では、八幡平
山頂レストハウスの季節雇用従業
員を若干名募集しています。
■業務内容　接客、施設管理など　
■雇用期間　４月中旬から11月
上旬まで
■応募要件　市内在住の健康な人
で松尾八幡平ビジターセンターま
で通勤可能な人
■応募期限　２月28日㈭
■申し込み・問い合わせ先　同協
会（☎78-3500）
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　市内にお住まいの保護者が、病気・出産・仕事
（夜勤・出張）などの理由で一時的に子どもの養育
が困難になった時、児童養護施設で一定期間、養
育や保護を行い、子育てを支援する事業です。
　市は、盛岡市にある児童養護施設３カ所および
乳児院２カ所にお願いをしています。
　利用には費用負担が発生しますので、世帯の課
税状況に応じて納付していただきます。
●事業内容
①短期入所生活援助事業（ショートステイ）
▶期間　7日（６泊7日）以内
▶対象　保護者の入院などで、養育が一時的に困
難になった家庭の18歳未満の児童
②夜間養護事業（トワイライトステイ）
▶期間　１カ月以内（平日）

▶対象　保護者が夜間、深夜にわたる仕事に就い
ている家庭の18歳未満の児童
③休日預かり事業
▶期間　１カ月以内（休日）
▶対象　保護者が仕事などの理由で、日曜日や祝
日に養育が困難になった家庭の18歳未満の児童
●実施施設

※施設の状況によっては、受け入れができない場
合がありますので、ご了承ください。
●申し込み方法

地域福祉課に申請用紙がありますので、必要事
項を記入し、申請してください。申し込み時には
印鑑をご持参ください。

名　称 所　在　地 電話番号
和光学園 盛岡市青山1-25-2 019-647-2143
青雲荘 盛岡市加賀野4-8-33 019-653-3947
みちのくみどり学園 盛岡市上田字松屋敷11-14 019-663-3171
日赤岩手乳児院 盛岡市三本柳6-1-10 019-614-0821
善友乳児院 盛岡市北山1-13-24 019-622-2156

一時的に子どもを預ける必要がある時は

子育て短期支援事業の活用を

寒
い
冬
は
血
液
が
不
足
し
て
い
ま
す

あ
な
た
の
献
血
で
助
か
る
命
が
あ
り
ま
す

以
上
休
憩
を
取
っ
て
終
了

■
献
血
場
所
お
よ
び
日
程

▼
市
内　
月
に
１
回
程
度
、
献
血
バ

ス
で
の
4
０
０
ml
全
血
献
血
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
日
程
は
、
市
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
や
広
報
で
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
。
次
回
の
献
血
は
２
月
7
日

㈭
で
す【
詳
細
は
13
㌻
】。

▼
県
内
市
外　
主
に「
も
り
お
か
献

血
ル
ー
ム
メ
ル
シ
ー
」と
献
血
バ
ス

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。詳
し
く
は
、

県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

新成人を含めた同世
代を中心に、献血への
理解と参加をお願い
しています。
▶男性は１７歳
▶女性は１8歳
から献血できます。

「はたちの献血」
キャンペーン実施中

（11月届け出分）

※掲載は届け出順で、届け出人が希望した場合だけ載せています（敬称略）。

（行政区・性別・保護者）

平野　橙
と わ

和（間羽松・男・宗大）

工藤　凰
こ う

（間羽松・女・健介）

小泉　梓
あずさ

（雇用促進（西根）・女・雅俊）

遠藤　真
ま さ と

郷（帷子・男・大佑）

百目木　玲
れ い な

那（下町一区・女・春歌）

高橋　亞
あ の ん

暖（北村・女・哲也）

佐々木　律
り つ

（土沢・男・誠）

　西舘　知生　　　／一戸町
　武田　俊美子　　／北村
　佐藤　啓太　　　／荒屋
　佐藤　奈未希　　／荒屋
　津志田　祥稀　　／川原目
　小野寺　菜月　　／川原目

髙橋　一則　　　60歳　上野駄
髙橋　典子　　　66歳　下平笠
遠藤　花子　　　87歳　帷子
髙橋　サト　　　90歳　間羽松
遠藤　清見　　　87歳　寺田新田
三浦　敏雄　　　79歳　大石平
髙橋　三郎　　　70歳　薬師
伊藤　スエ　　　90歳　川原目
田村　トミ　　　93歳　時森
宇津宮　善藏　　88歳　仲町
号刀　キチヨ　　98歳　松川
古川　文子　　　78歳　小屋の沢
工藤　敏雄　　　88歳　下町一区
佐々木　𠮷雄　　94歳　中松尾
佐々木　廣治　　95歳　柏台二丁目
髙橋　クラ　　　89歳　上野駄
佐々木　ハシメ　92歳　野口

髙橋　キク　　　92歳　下平笠
佐々木　誠太郎　90歳　小福田
古川　彌榮子　　83歳　松尾
佐々木　ナミ子　91歳　柏台二丁目
伊藤　チナ　　　90歳　岡村
齋藤　ハル　　　90歳　松川
山本　幸一　　　84歳　秋葉
工藤　善幸　　　89歳　五百森
竹田　勘次郎　　97歳　大石平
角舘　アヤ子　　70歳　石名坂
工藤　キツ　　　100歳　下町一区
髙橋　松男　　　84歳　南寄木
小野寺　ヒサ　　84歳　川原目
髙橋　滝雄　　　87歳　上平笠
伊藤　重志　　　86歳　下町三区
遠藤　明美　　　62歳　南平笠
石羽根　ナリ　　97歳　寄木新田
川村　幸　　　　94歳　上町

健やかに

お幸せに

安らかに

■交通事故発生件数など　（　）は前年同月の数

項　　目 11月 平成30年1月からの累計
人身事故 ６（３） 31（17）
物損事故 35（56） 465（451）
負 傷 者 ８（３） 37（22）
死 者 ０（０） ３（1）
飲酒運転 ０（０） 1（2）
火 災 1（０） ３（８）
救 急 107（102） 1,229（1,188）

■人口の動き【11月30日現在　（　）は前月比】
地　　区 人　　口 世	帯	数
西根地区 15,740（－23） 6,324（±０）
松尾地区 5,762（－15） 2,398（－４）
安代地区 4,405（－12） 1,859（－５）
合　　計 25,907（－50） 10,581（－９）
男　　性 12,501（－17）
女　　性 13,406（－33）

出生 10 死亡 41
転入 28 転出 47

（

（
（
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地
域
お
こ
し

だ

力
隊

り

協

よ

皆
さ
ん
の
活
動
を
サ
ー
ク
ル
・
サ
ー
ク
ル
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
ま
せ
ん
か
。
催
し
案
内
や
会
員
募
集
に
も
ご
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。

サークル　　　　・サー
クル

市内で活動、活躍する
団体・サークル・チーム
などを紹介

Vol.56

岩
手
山
を
背
景
に
真
っ
白

な
景
色
が
広
が
る
岩
手

山
焼
走
り
国
際
交
流
村
に
て

「
冬
馬
雪
遊
び
」と
い
う
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
昨
年

は
縁
あ
っ
て
英
国
ア
ン
テ
ィ
ー

ク
の
馬
車
を
改
造
し
た
そ
り
を

使
い
ま
し
た
が
、
地
元
の
皆
さ

ん
の
要
望
も
あ
り
、今
年
は
、か

つ
て
冬
場
の
運
搬
業
務
に
使
っ

た
木
製
の
馬
そ
り
を
活
用
。
全

今月の担当
阿部 文子 さん

Vol.25

葉があるように、気合、体さばき、竹刀の動きの３
つが１つでも欠けると有効打突にはなりません。
日頃の稽古から自分を磨き上げ、試合で気剣体が
一致し、一本入れた時の爽快感は魅力です。
◎活動の効果は？
　「礼に始まって、礼に終わる」の武道精神を大切
にする剣道は、自分自身の心や態度を正し、健康で
心豊かな人材を育成するのに適しています。
◎今後の展開は？　
　市剣道協会、スポーツ少年団ともに会員が少な
いことが課題です。競い合うだけの人数を確保し、
世代を超えて「生涯剣道」を実践していきたいです。
◎活動日時・場所は？
　毎週火曜日は松尾柔剣道場、木曜日は大更コ
ミュニティセンターで午後7時から９時まで活動
しています。会員を募集していますので、興味の
ある人はご連絡ください。お待ちしています。
■ 問 い 合 わ せ 先　 指 導 会 長・ 鈴 木（携帯090-
4631-8031）

八幡平市剣道スポーツ少年団

◎結成のきっかけは？
　昭和37年に西根剣友会が発足。当初は大人の集ま
りでしたが、そのうち、子どもたちも来るようにな
り、昭和52年に西根町剣道スポーツ少年団を立ち上
げました。その後、市町村合併に伴い名称を変え、
市のスポーツ少年団へ第１号で登録しました。

メンバー11人（12月１日現在）
代表：鈴木 和由＝白屋＝

緊張感を持って、素振りや打ち込
み稽古に励む団員ら（11月29日）

◎活動の内容は？
　寒い冬場も素足で稽古しています。竹刀の素振
りや面を着けての基本練習を大事にしています。
市剣道協会（会員
10人）も指導に当
たり、立会い稽古
も行っています。
◎競技の魅力は？
　剣道には「気剣
体一致」という言

馬引きスノーチューブ体験
親子で楽しめます

国
で
も
体
験
で
き
な
い
馬
が
引

く
ス
ノ
ー
チ
ュ
ー
ブ
、
雪
原
の

中
ど
っ
し
り
と
し
た
背
に
揺
ら

れ
て
歩
く
乗
馬
体
験
、
家
族
や

友
達
と
作
る
雪
だ
る
ま
や
か
ま

く
ら
、雪
合
戦
や
ソ
リ
、凧
揚
げ

な
ど
、こ
の
時
期
、こ
の
場
所
な

ら
で
は
の
過
ご
し
方
を
存
分
に

お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。
思

い
切
り
遊
ん
だ
後
は
、
温
か
い

温
泉
に
漬
か
っ
て
の
ん
び
り
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、12
月

か
ら「
馬
の
取
扱
い
講
習
会
」を

始
め
ま
し
た
。馬
に
興
味
が
あ

る
人
は
、気
軽
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。詳
し
く
は
、
同
国
際

交
流
村（
☎
76・２
０
１
３
）ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

協
力
隊
員
の
任
期
は
３
月

末
ま
で
。
こ
れ
か
ら
も
八

幡
平
の
豊
か
な
自
然
と
温
か
い

人
に
囲
ま
れ
て
、
子
育
て
し
な

が
ら
、馬
と
暮
ら
し
、働
く
こ
と

を
生
業
に
し
て
い
き
ま
す
。

タイの旅行企画業者が視察
に来てくれました

２月からトピック展が始まります

埋蔵文化財から見る市内の歴史

親子で楽しんだクリスマス

クリスマスおはなし会を開催

は、盛岡市を中心に活動するお話ボランティア「おは
なしちゅーみん」（盛岡市）のメンバー５人による絵本
の読み聞かせやわらべ歌、手遊び、パネルシアターな
どが披露されました。
　中でもパネルシアターの「へんしんトンネル」では、
キャラクターが絵本から飛び出す演出に子どもたち

ほおずきの会と受賞者による朗読会
　市朗読奉仕ほおずきの会の皆さんによる読み聞か
せと、第21回少年少女の詩「江間章子賞」受賞者によ
る詩の朗読会を開催します。
　また、昨年の7月から12月にかけて実施された読
書マラソンの表彰式を同時開催します。
■日時　２月３日㈰午後１時半から３時まで

は大喜び。子どもたち
は元気な声で、登場す
るキャラクターの名前
を呼んでいました。
　おはなし会の最後に
は、全員に手作りの鳥
のあみぐるみがプレゼ
ントされ、一足早いク
リスマスを楽しみまし
た。

　市博物館で開催中の企画展「飢
き き ん

饉を生きる」は好評
につき、西根歴史民俗資料館で引き続き特別展を開催

西根歴史民俗資料館で特別展を開催

します。江戸時代に、農作業
をする目安としていた田山暦

（複製）などを展示します。ぜ
ひご覧ください。
■期間　１月25日㈮から３月
15日㈮まで
■時間　午前９時から午後
４時半まで（日曜日、祝祭日
を除く）

　トピック展「足元に眠っていた歴史－八幡平市の東
北自動車道遺跡－」を開催します。
　昭和50年代に東北自動車道建設工事が行われまし
た。その工事の前に実施された遺跡発掘調査では、多
くの縄文時代に作られた土器などが出土し、県埋蔵文
化財センターに保管されていましたが、平成28年に本
市へ移管されました。
　トピック展では、遺跡発掘調査により松尾地区にあ
る長者屋敷遺跡から出
土した円筒式土器と大
木式土器（縄文時代前
期から中期）、安代地区
にある曲田Ⅰ遺跡から
出土した大洞式土器

（縄文時代晩期）、資料
などを展示します。

曲田Ⅰ遺跡から出土した大洞
式土器

■期間　２月7日㈭から３月29日㈮まで
◎ギャラリートーク（当館学芸員がトピック展を解説
付きで案内）
■日時　２月24日、３月３、10日（いずれも日曜日）午
後１時半開始（約20分）　※事前予約不要

　12月９日に「クリス
マスおはなし会」を開
催し、親子連れなど 44
人の参加者でにぎわい
ました。
　おはなし会に先立っ
て、紙皿に飾りを付け
たクリスマスリースを
親子で一緒に制作。そ
の後のおはなし会で

本からキャラクターが飛び出
す「へんしんトンネル」

親子で楽しく取り組んだクリ
スマスリース作り
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皆さんからの情報をお寄せください。
企画財政課広報広聴係（☎・内線１２0２）

この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

防災安全課　地域安全係 ☎・内線 １262
　　　　　　消防防災係 ☎・内線 １264

　
市
内
で
は
毎
年
、
屋
根
の
雪
下
ろ
し
な

ど
除
雪
作
業
中
の
事
故
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
平
成
26
年
シ
ー
ズ
ン
は
死
者
２
人
、

骨
折
な
ど
の
負
傷
者
４
人
、
27
年
は
負
傷

者
５
人
、
28
年
は
負
傷
者
２
人
、
29
年
は

負
傷
者
５
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
安
全
な

除
雪
作
業
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

■
除
雪
作
業
は
大
変
危
険

安 全  
除
雪
作
業
中
の
事
故
防
ぐ 

万
全
な
準
備
と
心
掛
け

た
雪
に
埋
ま
っ
た
場
合
、
15
分
経
過
す
る

と
生
存
率
が
急
激
に
低
下
し
ま
す
。

▼
屋
根
か
ら
の
落
雪
、
塊
や
つ
ら
ら
に
当

た
っ
て
け
が
を
す
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

▼
雪
か
き
の
平
均
的
な
運
動
強
度
は
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
と
同
じ
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
健
康
の
優
れ
な
い
人
に
は
心
臓
に
負

担
の
か
か
る
過
激
な
運
動
で
す
。

■
除
雪
作
業
の
安
全
対
策

❶
安
全
な
服
装
で
！

　
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
正
し
く
着
用
し
、
動
き

や
す
い
服
装
、
滑
り
に
く
い
長
靴
、
防
寒

性
手
袋
な
ど
を
身
に
着
け
ま
し
ょ
う
。

❷
屋
根
で
は
命
綱
を
装
着
！

　

命
綱
は
屋
根
の
上
で
止
ま
る
長
さ
と

し
、
ザ
イ
ル
や
麻
ロ
ー
プ
を
使
い
、
専
用

の
ア
ン
カ
ー
か
反
対
側
の
家
の
柱
な
ど
に

固
定
し
ま
し
ょ
う
。

❸
ハ
シ
ゴ
は
し
っ
か
り
と
固
定
！

　
転
落
防
止
の
た
め
、
ハ
シ
ゴ
の
足
元
を

し
っ
か
り
と
固
定
し
、
上
部
を
ロ
ー
プ
で

固
定
し
ま
し
ょ
う
。

❹
使
い
や
す
い
道
具
で
！

　
軽
く
て
雪
が
付
き
に
く
い
ア
ル
ミ
製
ス

コ
ッ
プ
や
ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
、
雪
が
付
き
に

く
く
な
る
ス
プ
レ
ー
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

❺
２
人
以
上
で
作
業
を
！

　
事
故
に
備
え
、
２
人
以
上
で
作
業
し
、

携
帯
電
話
な
ど
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。、
や

む
を
得
ず
１
人
で
作
業
す
る
場
合
は
、
家

族
や
隣
近
所
に
声
を
掛
け
ま
し
ょ
う
。

身
に
覚
え
の
な
い
請
求

そ
れ
っ
て
詐
欺
か
も

防 犯

▼
高
さ
10
㍍
の
屋
根

か
ら
固
い
地
面
に
落
下

し
た
場
合
、
無
防
備
の

ま
ま
時
速
50
㌔
で
壁

に
衝
突
し
た
の
と
同
じ

衝
撃
が
あ
り
ま
す
。

▼
屋
根
か
ら
落
ち
て
き

　
市
内
で
平
成
29
年
に
、
架
空
請
求
が
１

件
発
生
し
て
い
ま
す
。
身
に
覚
え
の
な
い

お
金
の
話
は
詐
欺
を
疑
い
、
必
ず
誰
か
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

■
特
殊
詐
欺
の
手
口

▼
オ
レ
オ
レ
詐
欺
は
、

息
子
や
孫
を
か
た
り
お

金
を
要
求
し
た
り
、
警

察
官
を
か
た
り
事
件
性

の
理
由
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
の
提
出
を
求
め
た
り
し
ま
す
。

▼
架
空
請
求
詐
欺
は
、
有
料
サ
イ
ト
の
架

空
の
料
金
を
請
求
さ
れ
、
電
話
連
絡
を
求

め
ら
れ
る
も
の
で
す
。

■
詐
欺
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

❶
日
頃
か
ら
留
守
番
電
話
設
定
に
す
る

❷
お
金
を
要
求
す
る
突
然
の
電
話
や
メ
ー

ル
、
は
が
き
は
詐
欺
を
疑
い
、
自
分
か
ら

連
絡
し
な
い

❸
一
人
で
判
断
せ
ず
、
誰
か
に
相
談
す
る

　
相
談
す
る
こ
と
で
被
害
を
未
然
に
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
相
談
窓
口

▼
岩
手
警
察
署
生
活
安
全
課（
☎
62
・
０

１
１
０
）

▼
八
幡
平
幹
部
交
番（
☎
76
・
2
０
１
１
）

息ぴったりの演奏を見せたひまわり組（年長）の園児たち

かわいらしい姿で踊るすずらん・ちゅうりっぷ組（年少）

会話を楽しみながら干支くるみ絵を制作する参加者

制作しながら会話も弾む
干
え と

支くるみ絵作り

　干支くるみ絵作りは12月６日、平舘コミュニティ
センターで開かれ、今年の干支である「亥（い）」をか
たどったくるみ絵を制作しました。
　参加者は、スポンジを和紙でくるんで厚みを出し、
部分ごとに細かく切り抜いた和紙をボンドで貼り付
けて、彩り豊かに仕上げていました。
　参加した松浦ミヨシさん＝堀切＝は「今回で十二
支全てのくるみ絵がそろったので満足です。玄関に
飾るのが楽しみ」と笑顔を浮かべていました。

平舘青商会と平舘高生徒で飾り付け
たイルミネーションを点灯（12月19
日、平舘コミュニティセンター前）

カーリング体験を楽しむ山後育成
会の子どもたち（12月22日、みちの
くコカ・コーラボトリングリンク）

遊戯や劇で会場にぎやか
ひなぎく幼稚園創立40周年記念式典・発表会

　学校法人西根学園ひなぎく幼稚園創立40周年記念
式典・発表会は12月15日、姫神ホールで開かれ、40周
年の節目を祝いました。
　式典では、高橋義法園長が「今後も琴の演奏やサッ
カー教室などユニークな教育を続けていきたい」と決
意を新たにしていました。発表会では、在学園児によ
る元気いっぱいの遊戯や劇などのほか、卒園した児
童・生徒による日本舞踊やヒップホップダンスも披
露され、両親らは子どもの成長に目を細めていました。

手話講座に参加した受講生は自分
の名前や干

え と

支などを手話で表現し
ました（12月８日、市役所）

20No.283 ◎2019．1.1021



皆さんからの情報をお寄せください。☎・内線1202まで。

イベントきっかけで結婚
成婚祝金贈呈式

　成婚祝金贈呈式は11月29日、市役所で行われ「第20
回はちまんたいＨＡＰＰＹカップリング」を通じ成婚
された武田正樹さん、秀美さん夫妻に祝金50万円のう
ち、１回目の20万円が市共通商品券で贈られました。
　同イベントを通じての成婚は、武田さん夫妻で９
組目。秀美さんへ参加を迷っている人へのアドバイ
スを求めると「気軽な感じで参加してみてもいいの
では」と自身の経験を振り返りました。次回の同イ
ベントの開催は、２月17日㈰です【詳細は９㌻】。 「笑いの絶えない家庭をつくりたい」と言う武田夫妻

防災から減災へ意識改革
寺田地域自主防災会防災研修

　寺田地域防災会は12月２日、寺田コミュニティセン
ターで、佐々木重光岩泉町危機管理監（28年台風10号
豪雨発生時、岩泉消防署長）を講師に迎え、各地区防災
会や消防団員ら31人が災害対応について学びました。
　佐々木氏は、台風のメカニズムに触れ、台風10号が
105年前と同様の台風だったことや予測不能な台風が
増加していると説明。また「自然災害を防ぐことはで
きないが、減災はできる。災害の記憶を伝え続け、ご近
所同士で助け合う精神が重要」と呼び掛けました。

12月20日で100歳を迎えられた伊藤
モヨさん＝山崎＝これからもお元
気で（12月20日、ホスピー滝沢）

来場者に市の魅力を紹介
スキー場内にふるさと納税のＰＲブース開設

　本市のふるさと納税返礼品発送業務を担う（一社）
ドリームプロジェクト（関欣哉代表理事）は12月7
日、同返礼品のＰＲブースを安比高原スキー場安比
ハッピーモール内に開設しました。
　同スキー場の昨シーズンの来場者数は約34万人。常
設の同ブースでは、パンフレットの提供や障がい者に
よる梱包作業などの活動写真のパネル展示を通じ、来
場者に市ふるさと納税の取り組み状況を紹介します。
開設は同スキー場シーズン終了まで。ＰＲブースで松尾清常さんがくるみ籠製作を実演

佐々木氏の講義に自主防災の重要性を再認識する参加者

第58回郷土民謡民舞全国大会シニア
編１部優勝で農林水産大臣賞受賞
の伊藤冨子さん（12月12日、市役所）

１月27、28日に開かれる東日本バ
イアスロン選手権大会の支援協定
を締結（12月４日、岩手駐屯地）

基本の大切さを再認識
キャッチボールの全国大会に松尾中が出場

　９人１チームが7メートルの距離で向かい合い、キャッチ
ボールを２分間で何回できたかを競う「キャッチボー
ルクラシック2018全国大会」が12月９日、石川県小松市
で開かれ、県代表として松尾中野球部が出場しました。
　初戦を214回（２回合計）で突破したものの続く２回
戦は110回（１回）で敗退。盛内柊

し ゅ う ご

吾主将は「納得いく記
録ではなかったが、全国大会の緊張感を感じられ貴重
な経験ができた。この経験を試合に生かし、来シーズ
ンは地区大会優勝を目指したい」と意欲を高めました。キャッチボールの正確さとスピードを競いました

チーム一丸で挑んだ全国
全国中学校駅伝大会に西根中が出場

　第26回全国中学校駅伝大会は12月16日、滋賀県野洲
市の希望が丘文化公園で開かれ、県男子代表として西
根中が初出場しました。
　記録は１時間０分59秒（６区間18㌔）。48校（開催県は
２校）中45位で、全国のレベルの高さを実感させられま
した。里舘陸主将は「全国まで来られたのは指導、支援
してくれた先生、応援してくれた生徒や地域のおかげ」
と感謝し、後輩には「来年は厳しい練習を積んで、今年
より良い結果を残してほしい」とエールを送りました。 励まし合いタスキをつないだ西根中の選手、監督ら

クッキーハウスをチョコや生クリームで飾り付け

英語で楽しむクリスマス
市国際交流協会クリスマス会

　市国際交流協会は12月８日、外国の文化や遊びに
触れる活動の一環として、市役所多目的ホール棟で
一足早いクリスマス会を開きました。
　親子ら約40人が参加。ジェイソン・ヒル夫妻を先
生に迎え、英語でクリスマスソングを歌ったり、外
国のクリスマスの伝統をクイズ形式で学んだりと楽
しいひとときを過ごしました。最後には、サンタク
ロースから子どもたち一人一人にプレゼントが渡さ
れ、皆一様に笑顔を浮かべていました。

市内23団体の代表者が１年間を振
り返って成果や課題を発表（12月９
日、市スポーツ少年団活動発表会）

人権擁護委員を退任された伊藤重
伸さん（中央）に法務大臣からの感
謝状を伝達（12月7日、市役所）

写真提供 西根中

写真提供 松尾中
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血流を良くする効果がある高濃度
炭酸水素イオン泉製造装置

　
「
金
融
機
関
や
取
引
先
、
利
用
者

な
ど
、
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
の

お
か
げ
で
す
。
今
後
も
恩
を
返
す

気
持
ち
で
取
り
組
み
た
い
」と
決
意

を
新
た
に
す
る
の
は
、
２
０
１
８

年
度
東
北
地
方
発
明
表
彰
で
中
小

企
業
庁
長
官
賞
を
受
賞
し
た
㈱

ジ
ェ
・
ス
ク
の
瀬
川
純
市
郎
社
長
。

通
常
よ
り
濃
度
の
高
い
炭
酸
泉（
炭

酸
ガ
ス
が
溶
け
込
ん
だ
お
湯
）を
製

造
す
る「
高
濃
度
炭
酸
水
素
イ
オ
ン

泉
製
造
装
置
」を
開
発
し
、
医
療
機

関
な
ど
で
成
果
を
上
げ
た
こ
と
が

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
２３
年
か
ら
製
造
装
置
の
開

発
に
取
り
組
み
、
通
常
よ
り
濃
度

を
約
１・３
倍
に
増
や
す
こ
と
に
成

功
し
ま
し
た
。
２４
年
か
ら
製
造
装

置
を
発
売
し
、
２７
年
に
特
許
を
取

得
。
い
ま
で
は
全
国
に
約
２０
の
代

理
店
を
持
ち
、
年
間
約
２
４
０
０

台
を
販
売
す
る
会
社
へ
と
成
長
し

ま
し
た
。
瀬
川
社
長
は「
最
初
は
製

品
が
売
れ
ず
に
苦
労
し
た
が
、
必

ず
社
会
に
役
立
つ
と
信
じ
て
や
り

抜
い
た
」と
振
り
返
り
ま
す
。

　
来
夏
の
低
価
格
な
一
般
家
庭
用

小
型
炭
酸
泉
製
造
装
置
の
販
売
を

目
指
す
瀬
川
社
長
は「
今
後
も
開
発

を
続
け
る
こ
と
で
多
く
の
人
の
健

康
を
支
え
、
地
域
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
」と
意
気
込
み
ま
し
た
。

人
の
役
に
立
つ
こ
と
を
信
じ
て
研
究
開
発
を
や
り
抜
く

2
0
1
８
年
度
東
北
地
方
発
明
表
彰
で

中
小
企
業
庁
長
官
賞
を
受
賞

瀬
川 

純
市
郎 
さ
ん

せ
が
わ・じ
ゅ
ん
い
ち
ろ
う 

35
歳 

＝
盛
岡
市
＝

　昭和58年生まれ。ボイラーや電気温水器のシス
テム開発会社を平成２３年に退職し、高濃度炭酸水
素イオン泉製造装置の開発を開始。２４年２月に個
人事業主として盛岡市に開業する。２6年８月に㈱
ジェ・スクを設立。２9年４月に生産工場と事務所
を八幡平市内に構えた。

株
式
会
社
ジ
ェ
・
ス
ク　
代
表
取
締
役

株式会社ジェ・スク
■所在地　平笠２４－１－７8
■業種　炭酸装置メーカー
■従業員数　６人
■連絡先　☎68－７４１１
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